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第１９５号 発行／特別養護老人ホーム晃の園（偶数月発行） 平成２８年６月発行 

 もぞもぞと身体を動かして羽織った服を身体に馴染ませるように、新緑も次第にその色合いを濃く

変えながら、まわりの自然に馴染んできました。壁のカレンダ―は６月。この季節にしては、びっく

りするような気温となる日もあったりするこの頃です。 

 

とはいうものの、今の時期はまだ空調を入れなくても快適に過ごせる日が多くあります。窓を開放

するだけで、気持ちのいい風が吹き抜けてくれる…そんな日には、普段と同じ体操や新聞読みの時間

も、無条件でひとクラス上の快適さとなります。そしてそんな空間に職員が上手に加われば…ほら、

なんともいえない素敵な午後のひとときの出来上がりです。 

 

 晃の園での生活を検討されている方には、園内の見学を必ずお勧めしています。たとえそれが短時

間で、廊下をぐるっと回ってくるだけであっても、感じていただけることが沢山あり、晃の園を知っ

ていただく確実な材料になると考えるからです。例え食事などの時間でなくても、いえむしろなんで

もない時間帯こそ、そこにある暮らしの雰囲気はより鮮明に見えてきます。そして、そんななんでも

ない時間帯の”いいね”と思える暮らしの雰囲気というものは、私たち職員にとっても嬉しく思える

ものであると同時に、目指し続けたいもののひとつとなっています。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魅惑の歌謡コンサート開催 

母の日に感謝をこめて 

母の日だけでなく、何かの記念日

のちょっとした行動で気持ちがたっ

ぷり伝わることってありますよね。 

 

プロ歌手の西川晶さんとお仲間の方たちによる歌謡コンサート

が開催されました。さすがはプロの歌手！参加された誰もが知って

いるあの唄やこの唄を、歌唱力たっぷりに聞かせてくれました。テ

ンポの良い抜群の話術に、仲間の方たちによる唄と踊り、そして演

奏も加わって、参加された皆さんも大興奮で大満足の歌謡コンサー

トは、終了後も拍手がなかなか鳴り止まないほどでした。 

西川さんはプロの歌手ではあります

が、今回のコンサートはボランティア活

動ということで、開催いただきました。

当日のコンサート開催にご協力いただき

ました皆様に感謝申し上げます。 

皆さんからたくさんの想いが届きました 

ゴールデンウィークも終わりが近づいてきた頃、

晃の園には宅配のサービスが普段より頻繁に訪れる

ようになっていました。そうです、母の日を祝う品々

が届けられ始めたのです。気が付けば、受付で預か

った様々なお祝い物をご本人までお届けする職員

も、自然と笑顔になっていました。 

勿論、５月８日の母の日当日には、

多くの家族の方が来園されて、直接言

葉やプレゼントで気持ちを伝えてい

らっしゃいました。普段はなかなかあ

らたまって言えない事や出来ない事

も、こんな特別の日の力を借りれば…

ほらこんな風に簡単です。 



 

 

  

 幼い頃を思い出して紙風船で遊

んでみました。パシッ！ポンッ！

ボールとは違うその手触りや、風

船を放つ時の音にとても懐かしさ

を感じることができました。パフ

ッ！ベコッ！しばしの間、夢中に

なって風船を追いかけました。 

プランターに、なすと枝豆の種を

まきました。これから毎日たっぷり

の水と愛情をそそぎます。ちなみに

目標はビールのおつまみとなって

おります。これから訪れる暑い夏に

備えて、楽しみも育てていくという

のは良い考えだと思いませんか。 

日頃は食堂でおやつやお茶を召

し上がっていただくことが多いの

ですが、最近は天候も良く過ごしや

すい日も多いので、バルコニーでお

茶を楽しんでいただきました。いつ

もと違う環境の中で、お二人ともの

んびりと過ごされていました。 

普 段 生 か 活 ら 
私たちの暮らしは、なにげない 

毎日の積み重ねでできています 

熊本・大分の被災地を支援するための支援金集めにご協力

いただき、ありがとうございました。 

 

 多くの方のご厚意のおかげで、今回『１７，００１円』の

支援金を集めることが出来ました。皆さんからお預かりした

これらの支援金は、５月１２日に被災地支援団体の代理人と

なる“そなえざぁしぞ～か”の渡嘉敷さんに渡されました。 

 

支援金へのご協力、ありがとうございました 

被災地を支援する団体の代理人へ渡されました 

 

 ご協力いただいた皆さんに感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 

懐かしい我が家への里帰り 

この度、入居者様のたっての希望で、山あいにある自宅への里帰

りをお手伝いさせていただきました。 

 
慣れ親しんだ我が家の佇まい。

玄関から見える景色。居間での食

事。ビールの味も格別だったのは

疑う余地もありません。 

 

様々な事情もあるなかで、限られた方のみが実現できるものではあります

が、これからもこういった機会を出来るだけお手伝いしたいと思います。 

 



 

ショートステイ 

グルメイベント 

晃の園ショートステイ通信 

社会福祉法人駿河会 特別養護老人ホーム晃の園 平成 28年 6月発行 

〒421-1311 静岡県静岡市葵区富沢 1542-39 

電話 054-270-1210 ホームページ：http://www.surugakai.net/hikari/ 

５月はやっぱり新茶ですね 

 晃の園のショートステイ・グルメイベントは『新茶』をお楽

しみいただきました。茶処静岡としては、やっぱりこれは外

せないイベントですね。 

新茶の味を引き立てる和菓子も一緒に用意しました。お茶

とは様々なかたちで繋がりのある利用者様も多くいらっしゃ

ることもあって、皆さん色々な思いを巡らせながら新茶を楽

しんでいらっしゃいました。 

  

 

   晃の園には５人の福祉用具プランナーがいます 
 介護用ベッドや車いす、移乗用リフトやスライディングボードなど様々な福祉用具がある中で、利用する

方と職員双方にとっての安全と安心を考え、お手伝いをさせていただくのが福祉用具プランナーの仕事です。 

香り高い新茶を和菓子と一緒に 

羽鳥地区に新拠点がオープン 

● ラポーレ駿河はとり介護支援事業所 

● ラポーレ駿河ホームヘルプサービス 

 社会福祉法人駿河会に、新たな拠点が加わりまし

た。これまで以上に、より地域に根差したサービス

を展開していきます。ご期待ください。 
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